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地域おこし協力隊として着任した木村夫妻。田子町で新たな創造へ挑戦。
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊

２０２１年５月に神奈川県より移住して
きました。木村治樹です。産業振興課
に配属されました。地域おこし協力隊
として、SNS等を活用した町の情報発
信を行いながら、町のイベント・行事
に関わらせて頂いています。

農業と田子の祭にナニャドヤラの一員として参加する
ことです。特に農業に関しては、せっかく地方に来て
挑戦しやすい環境にいるのに、やらないのはもったい
ないと思っています。

地域おこし協力隊としての任期は３年でありますが、
退任後は、妻と共にパン屋を開業させて頂きたいと思
っております。今後、色んなパンを試作していきます
ので是非、食べて頂いて感想を伺えれば幸いです。

○自己紹介と一言

○田子町でチャレンジしてみたいことはありますか

○ＰＲしたいこと

木村治樹さん

○議会のイメージは
町の重要事項を決める機関です
ので、挑戦的な取り組みに対し
て、柔軟な対応を取って頂ける
と、いち町民としては大変あり
がたいです。
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○木村夫婦 from 田子町（You Tube）
　https://youtube.com/channel/UCvT1hSfdKgXyAkWKchvZjVg
○木村知子　Facebook
　https://www.facebook.com/profile.php?id=100008939496066
○木村知子　Instagram
　https://www.instagram.com/tomochan_75
○木村治樹　Facebook
　https://www.facebook.com/hulk180cm90kg

※上記のURLに含まれる活動は個人での活動となっております。
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊

２０２１年５月に神奈川から移住してき
ました木村知子です。地域おこし協力
隊として住民課に配属になり、定住移
住コンシェルジュとして定住移住希望
者の方のサポートをしていきます。町
の子育てや暮らしの相談など、自身が
移住した経験を活かして対象者に寄り
添った支援ができればと思います。

まずは移住定住コンシェルジュとして町のことを説明できるよう
にがんばります。そしてカメラのスキルを上げて、田子町外の方
に魅力を伝え「移住したい」と印象付けられるような、また町内
の方には町の魅力を再発見してもらえるような情報発信を、SNS
を通して継続してやっていきたいと思います。

将来的に、街の中心であるフェザン通りの活性化を促進したい
と考えています。具体的にはまだ検討中ですが、先輩協力隊で
ある五十嵐さんもいろいろと動いているところなので、一緒に
波に乗って田子町を盛り上げていければと思います。地元の皆
様のアドバイス等々よろしくお願い致します。

○自己紹介と一言

○田子町でチャレンジしてみたいことはありますか

○ＰＲしたいこと

木村知子さん

よろしくメェ～

とても穏やかな気持ちで、日々の暮らしを過ごせる環境だと思
います。町中を、いろんな色に染める、田んぼや畑、そして森。
町の中心部には商業や医療施設もあるので、そこまで困ること
事もなく、子育て世代にとっても住みやすい町だと思います。

○田子町へ赴任してみて、第一印象は

○議会のイメージは
以前住んでいた町では議員の方
と繋がることは無かったのです
が、田子町では距離が近いとい
うのが実感としてあります。議
会でどのようなことをお話され
ているのか身近に感じながら情
報を活用して地域おこしの一端
を担っておければと思います。
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町の方がご親切にいろいろ気にかけてくださり、道を歩く学生さんにも
自分から挨拶してくれる温かい町だなと思いました。町のテレビでは地
元の子どもたちが紹介されていて愛着と愛情を感じました。

○田子町へ赴任してみて、第一印象は
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議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

報告第２号 専決処分した事件の承認について（田子町町税条例等の一部改正） 原案承認
（賛８・否０）

報告第３号 専決処分した事件の承認について（田子町国民健康保険税条例の一部改正） 原案承認
（賛８・否０）

報告第４号 専決処分した事件の承認について（田子町介護保険条例の一部改正） 原案承認
（賛８・否０）

報告第５号 専決処分した事件の承認について（令和３年度田子町一般会計補正予算（第１号）について） 原案承認
（賛８・否０）

報告第６号 令和２年度田子町一般会計繰越明許費繰越計算書について 原案承認
（賛８・否０）

報告第７号 令和２年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計繰越明許費繰越計算書について 原案承認
（賛８・否０）

報告第８号 令和２年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会計繰越明許費繰
越計算書について

原案承認
（賛８・否０）

報告第９号 一般財団法人田子町にんにく国際交流協会令和３年度事業計画並びに令和２年度事業報告及び決
算について 報告のみ

報告第10号 公共財団法人にんにくネットワーク令和３年度事業計画並びに令和２年度事業報告及び決算につ
いて 報告のみ

議案第23号 田子町個人番号の利用に関する条例の一部改正について 原案承認
（賛８・否０）

議案第24号 田子町承認地域経済牽引事業のために設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例
の一部改正について

原案承認
（賛８・否０）

議案第25号 田子町消防委員会委員の承認について 原案承認
（賛８・否０）

議案第26号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規
約の変更について

原案承認
（賛８・否０）

議案第27号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手
当組合規約の変更について

原案承認
（賛８・否０）

議案第28号 令和３年度田子町一般会計補正予算（第２号）について 原案承認
（賛８・否０）

議案第29号 令和３年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）について 原案承認
（賛８・否０）

議案第30号 令和３年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）について 原案承認
（賛８・否０）

議案第31号 令和３年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第
１号）について

原案承認
（賛８・否０）

議案第32号 令和３年度田子町水道事業特別会計補正予算（第１号）について 原案承認
（賛８・否０）

提案第３号 田子町議会会議規則の一部改正について 原案承認
（賛８・否０）

議案第33号 田子町教育委員会委員の任命について 原案承認
（賛８・否０）

議案第34号 交通事故に係る示談契約及び損害賠償について 原案承認
（賛８・否０）

※議長は採決には加わりません。
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６
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４
日
（
金
）
か
ら

６
月
９
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催
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。
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。

　

６
月
７
日
の
一
般
質
問

に
は
３
名
の
議
員
が
登
壇

し
多
岐
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。
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追
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９
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一 般 質 問

６月定例会では６月７日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例

会
が
６
月
４
日
（
金
）
か
ら

６
月
９
日
（
水
）
ま
で
の
６

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
４
日
に
は
諸
般
の

報
告
、
議
案
の
上
程
・
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
の
一
般
質
問

に
は
３
名
の
議
員
が
登
壇

し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
は
議
案
の

審
議
、
議
員
提
案
、
陳
情

の
付
託
、
議
員
派
遣
の
件
、

各
常
任
委
員
会
に
係
る
所

管
事
務
調
査
の
承
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
追
加
日
程
と
し

て
議
案
２
件
上
程
さ
れ
、

報
告
９
件
・
議
案
12
件
が

承
認
・
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

○欠端議員・・・Ｐ６
　・高校生の通学支援と田子高校のその後について

　・新型コロナウイルスのワクチンを有効に使うために

○宇藤議員・・・Ｐ７
　・ワクチン接種について

○山崎議員・・・Ｐ８
　・教育について

　・保健・医療・福祉について

　・古民家（茅葺き家）施設について

　・産業振興における現状と今後の方針について

　・町民の生活環境の現状について

	 ……質問	 ……答弁
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利
用
者
の
要
望
、
建

物
の
形
態
・
場
所
、

必
要
経
費
や
運
営
の
方
法

等
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
、

ま
だ
検
討
着
手
は
し
て
い

な
い
が
、
郡
部
の
子
ど
も

た
ち
は
共
通
の
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、
郡
内
町
村

と
連
携
し
て
県
な
ど
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

保
護
者
や
学
生
か
ら

意
見
を
聞
い
て
み
た

か
。

保
護
者
と
の
情
報
交

換
等
で
お
伺
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
情

報
共
有
の
機
会
を
設
け
て
、

当
町
の
支
援
事
業
に
加
え
、

他
町
村
で
実
施
し
て
い
る

通
学
支
援
等
の
情
報
も
収

集
・
周
知
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
接
種
率
は
。

１
回
目
の
接
種
は

89
・
９
％
、
２
回
目

は
39
・
９
％
で
す
。

医
療
関
係
や
介
護
関

係
の
接
種
状
況
は
。

１
回
目
の
接
種
は
終

わ
っ
て
い
て
、
６
月

中
に
は
２
回
目
も
終
わ
る

予
定
で
す
。

消
防
士
、
救
急
隊
、

警
察
官
、
教
育
関
係

者
、
町
職
員
の
接
種
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

当
町
の
管
轄
、
県
の

管
轄
等
に
よ
っ
て
対

応
は
違
っ
て
く
る
が
、
危
機

管
理
の
観
点
か
ら
い
え
ば
優

先
す
べ
き
こ
と
で
、
状
況
を

見
て
判
断
し
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
協
議
し
て
い
く
。

通
学
に
対
す
る
支
援

は
。

入
学
祝
い
金
や
医
療

費
助
成
を
全
て
の
高

校
生
に
拡
充
し
て
負
担
軽

減
を
、
路
線
バ
ス
の
田
子

町
・
八
戸
市
直
通
便
の
開

設
に
よ
り
、
利
便
性
を
図

っ
て
い
る
。

通
学
費
用
に
対
す
る

支
援
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

寮
や
ア
パ
ー
ト
等
の

施
設
を
用
意
す
る
考

え
は
。

を
考
え
て
ほ
し
い
。

町
と
し
て
も
金
銭
面

だ
け
で
な
く
、
高
校

生
活
と
い
う
時
間
を
大
切

に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
角
度

か
ら
支
援
を
考
え
て
い
き

た
い
。

田
子
高
校
の
閉
校
後

の
校
舎
の
利
用
計
画

は
あ
る
か
。

県
で
は
利
活
用
の
予

定
が
な
い
こ
と
か
ら
、

町
で
は
、
具
体
的
な
譲
渡

条
件
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
は
あ
る
も
の

の
、
田
子
高
校
の
校
舎
や

グ
ラ
ン
ド
な
ど
に
つ
い
て

は
、「
利
活
用
の
意
向
あ
り
」

と
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
利
活
用
の
方
向
性

や
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
関
係
各
課
で
の
検
討

や
諸
団
体
と
の
協
議
を
進

め
、
意
見
集
約
し
県
と
協

議
し
た
い
。

通
学
困
難
が
人
口
流

出
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
安
心
し
て
田
子
町

か
ら
通
え
る
よ
う
支
援
策

若
い
人
た
ち
へ
の
接

種
は
い
つ
か
ら
。

64
歳
以
下
の
方
々
の

接
種
に
つ
い
て
は
、

６
月
21
日
か
ら
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
60
歳
か
ら
64
歳

の
方
、
16
歳
か
ら
59
歳
の

方
の
順
で
計
画
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

場
合
の
使
用
順
は
。

町
で
は
医
療
従
事
者

が
遅
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
診
療
所
で
医
師
及

び
外
来
看
護
師
、
老
健
た
っ

こ
職
員
及
び
入
所
者
、
訪

問
看
護
職
員
、
診
療
所
職

員
の
順
で
対
応
し
、
現
在

で
は
田
子
町
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
で
の
対
応
に
よ

り
余
剰
ワ
ク
チ
ン
が
出
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

副
反
応
は
。

軽
度
な
症
状
は
確
認

し
て
い
る
が
、
重
度

な
症
状
は
現
在
の
と
こ
ろ

発
生
し
て
い
な
い
。

欠端 則夫 議員

質

質質

質質質

質質質

質質質

答

答

答答

答

答

答

答答答

答答

田
子
町
の
子
ど
も
達
へ

力
強
い
支
援
を

田
子
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
達
へ
、
今
で
き
る
こ

と
を
考
え
る

高
校
生
の
通
学
支
援
と

田
子
高
校
の
そ
の
後

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
有

効
に
使
う
た
め
に
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告
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ン
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ッ
ク
聖
火
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現
在
接
種
し
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
は
世
界
で

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
と
し
て

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
２

回
の
接
種
で
約
95
％
の
発

症
予
防
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
臨
床
試

験
が
進
ん
で
お
ら
ず
効
果

の
持
続
性
ま
で
、
は
っ
き

り
と
解
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
世
界
的
に
重
症
化

予
防
効
果
の
持
続
が
認
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
情
報
が
入
り
次

第
発
信
し
て
い
く
。
な
お
、

接
種
後
の
方
へ
は
、
副
反

応
の
症
状
な
ど
を
記
載
し

た
厚
生
労
働
省
の
チ
ラ
シ

を
配
り
、
周
知
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て
。

を
16
歳
以
上
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
学
生
及
び

中
学
生
は
接
種
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

厚
生
労
働
省
で
は
12
歳
か

ら
15
歳
も
認
め
る
方
針
を

検
討
し
て
い
て
、
12
歳
以

上
も
接
種
を
行
う
と
な
っ

た
場
合
は
、
万
全
の
準
備
・

体
制
で
対
応
す
る
。
16
歳

か
ら
64
歳
の
方
々
の
接
種

に
つ
い
て
は
、
６
月
21
日

か
ら
順
次
開
始
し
て
い
き

計
画
内
容
に
つ
い
て
は
チ

ラ
シ
や
緊
急
告
知
放
送
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を

活
用
し
て
、
町
民
へ
広
く

周
知
を
図
り
実
施
し
て
い

く
。

教
育
、
保
育
現
場
で

の
感
染
リ
ス
ク
を
下

げ
る
た
め
に
教
職
員
、
保

育
士
へ
の
優
先
接
種
を
。

ワ
ク
チ
ン
の
量
が
確

定
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
今
、
効
率
的
な
接

種
を
考
慮
す
る
と
、
最
も

リ
ス
ク
の
高
い
と
こ
ろ
に
、

接
種
率
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

全
戸
配
布
で
周
知
す

る
と
と
も
に
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
出
演
し
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
や

全
体
計
画
の
概
要
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
65
歳
以

上
高
齢
者
の
予
約
が
落
ち

着
い
た
と
こ
ろ
で
、
地
域

包
括
支
援
課
職
員
に
よ
る

電
話
で
の
勧
奨
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
接
種
率
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

効
果
の
持
続
性
・
副

反
応
の
周
知
の
徹
底

に
つ
い
て
。

当
日
の
予
約
キ
ャ
ン

セ
ル
等
に
よ
っ
て
生

じ
た
余
剰
ワ
ク
チ
ン
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

町
で
は
医
療
従
事
者

の
優
先
接
種
が
遅
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
診
療

所
に
お
い
て
、
ま
ず
医
師

及
び
外
来
看
護
師
、
老
健

た
っ
こ
職
員
及
び
入
所
者
、

訪
問
看
護
職
員
、
診
療
所

職
員
の
順
で
対
応
し
て
い

き
、
現
在
で
は
田
子
町
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
で
対

応
し
て
い
る
。
な
お
、
今

後
予
定
し
て
い
る
接
種
に

つ
い
て
は
、
急
な
対
応
を

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
役
場

職
員
な
ど
で
の
対
応
を
予

定
し
て
い
る
。

65
歳
未
満
者
及
び
、

小
中
高
生
へ
の
接
種

体
制
の
検
討
に
つ
い
て
。

現
在
接
種
し
て
い
る

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
接
種
対
象
者

町
の
接
種
計
画
で
は
、

地
域
包
括
支
援
課
と

し
て
お
り
、
接
種
に
関
す

る
相
談
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
予
約
窓
口
と
し
て

は
、
医
療
機
関
で
受
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
通
常
診

療
に
影
響
を
与
え
た
こ
と

か
ら
今
後
は
新
た
に
専
門

の
予
約
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
方
向
性
と

実
効
性
を
調
査
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に

は
教
育
や
高
齢
者
施
設
、

保
育
の
現
場
単
位
で
接
種

す
る
こ
と
が
最
も
ふ
さ
わ

し
い
と
思
う
。

宇藤 大介 議員

質

質質

質 質

質

答

答

答答

答

答

コ
ロ
ナ
禍
で
の
光
明
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
の
、
こ

れ
か
ら
の
情
勢
次
第
で

は
、
経
済
回
復
へ
の
期
待

は
高
ま
る

不
安
な
こ
と
や
不
明
な
事

は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
に
相

談
し
ま
し
ょ
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

定
例
会
／
審
議
結
果
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稚
園
の
指
導
・
教
育
環
境
・

相
談
体
制
を
評
価
し
て
い

た
だ
い
て
い
て
、
希
望
者

が
い
る
限
り
続
け
た
い
。

以
前
、
幼
稚
園
の
老

朽
化
に
伴
い
田
子
小

学
校
の
１
室
へ
移
転
す
る

可
能
性
を
説
明
い
た
だ
い

た
が
、
現
状
は
。

予
算
等
の
面
か
ら
、

議
論
は
休
止
し
て
い

る
状
況
で
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る

「
た
っ
こ
塾
」、「
英
語

塾
」
と
は
別
に
進
学
の
た

め
の
塾
に
つ
い
て
。

遠
方
の
学
習
塾
に
通

わ
せ
る
こ
と
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
先

生
方
が
考
慮
し
て
く
だ
さ

り
、
夏
休
み
、
冬
休
み
期

域
医
療
の
一
次
診
療
を
担

っ
て
い
る
の
で
、
次
の
医

療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
情
報
を

得
る
た
め
に
準
備
し
て
お

り
予
算
は
か
か
る
が
、
診

療
所
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
の
皆
様

と
協
議
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
る
公
益
事
業
に
係
る

人
件
費
な
ど
の
積
算
に
対

し
て
町
の
会
計
年
度
任
用

職
員
に
準
じ
た
給
与
・
手

当
な
ど
の
支
給
を
考
慮
す

べ
き
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

令
和
３
年
度
４
月
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用

労
働
法
の
改
正
に
よ
り
、

給
与
条
件
が
改
善
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
事

業
補
助
以
外
の
、
直
接
的

な
人
件
費
を
積
算
し
て
い

る
２
事
業
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
給
与
分
の
ほ
か
、

賞
与
分
の
委
託
料
に
含
ん

で
お
り
、
令
和
３
年
度
か

町
内
の
小
学
校
の
将

来
に
つ
い
て
。

小
学
校
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
の
場

と
し
て
地
域
の
拠
と
な
っ

て
い
る
面
も
あ
り
、
保
護

者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
懇
談
す
る
機

会
を
設
け
る
な
ど
、
具
体

的
に
将
来
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
い
く
。

幼
稚
園
の
将
来
に
つ

い
て
。

保
護
者
の
方
々
か
ら

は
、
園
児
が
少
な
い

分
、一
人
ひ
と
り
に
目
が
行

き
届
い
て
い
る
こ
と
、
幼

全
国
的
に
見
て
も
医

療
従
事
者
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
で
医
療

を
提
供
す
こ
と
で
健
康
を

管
理
し
、
仕
事
や
生
活
を

維
持
し
て
い
く
。
そ
の
う

え
で
最
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
の
で
今

後
と
も
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
の
経
営

と
将
来
像
に
つ
い
て
は
関

係
各
位
に
お
い
て
協
議
し

て
い
く
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
他
の
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
専
門
分

野
を
絞
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
、
町
民
の
心
配
を
払

拭
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
内
の
医
院
と
も
医

療
機
器
な
ど
を
連
携

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

診
療
所
に
最
新
の
機
器
が

あ
る
の
は
、
診
療
所
が
地

間
に
学
習
会
を
実
施
し
、

３
年
生
時
に
は
２
学
期
の

文
化
祭
後
、
放
課
後
２
時

間
程
度
の
学
習
会
な
ど
、

各
学
年
に
応
じ
て
学
習
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
き
、
町
と
し
て
も
、

一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
整
備
さ
れ
、
個
に

応
じ
た
学
習
ソ
フ
ト
等
の

導
入
に
よ
り
先
生
方
の
負

担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、

学
習
意
欲
の
向
上
に
繋
げ

ら
れ
な
い
か
な
ど
、
中
学

校
と
相
談
し
な
が
ら
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

診
療
所
・
老
健
・
訪

問
看
護
の
今
後
の
経

営
方
針
と
将
来
像
に
つ
い

て
。

ら
は
賞
与
の
率
を
ア
ッ
プ

し
た
積
算
に
改
め
た
事
業

費
と
し
て
い
る
。
な
お
、

雇
用
に
関
連
す
る
法
律
が

異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
見
合
っ
た
形
で
こ
れ
か

ら
も
対
応
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

町
民
に
対
す
る
支
援

策
や
町
営
住
宅
等
や
集
会

所
の
修
繕
等
、
古
民
家
改

修
事
業
よ
り
も
優
先
す
る

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

行
政
の
経
費
に
は
、

生
活
に
近
い
支
援
な

ど
の
使
い
み
ち
で
あ
る
管

理
型
経
費
と
将
来
の
田
子

町
へ
の
投
資
で
あ
る
創
造

型
経
費
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
大
切
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
の
田
子

町
に
は
町
外
か
ら
の
交
流

人
口
を
増
や
し
、
産
業
を

強
化
し
外
貨
を
生
む
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

山崎 美代志 議員

質質

質

質

質質

質

質

答答

答

答答

答 答
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療
・
福
祉

に
つ
い
て

古
民
家
（
茅
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○
実
施
日
　
３
月
12
日

　

産
業
・
民
生
常
任
委
員
会
と
合
同
で
、
古

民
家
改
修
事
業
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し
た
。

○
実
施
日
　
５
月
12
日

教
育
課

　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
の
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
購
入
及
び
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

は
年
度
内
に
完
了
し
た
と
の
報
告
に
対
し
委

員
か
ら
は
、
構
想
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
用
開
始
時
期
等
を
含
め
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
す
よ
う
要
望
し
た
。

総
務
課

　

消
防
団
の
火
災
出
動
状
況
で
は
、
４
月
１

日
に
発
生
し
た
石
亀
大
平
地
区
の
林
野
火
災

に
よ
り
、
団
員
１
０
０
名
が
出
動
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
３
年
度
職
員
採
用
予
定
及

び
条
例
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

政
策
推
進
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
実
施
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
課

　

地
方
公
共
交
通
に
お
け
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
８
月
か
ら
マ
エ
ダ
ス
ト
ア
ま
で
路
線
を

伸
ば
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
が
向
上
し
、

乗
車
人
数
が
増
加
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

税
務
課

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
２
年
度
実
績
で

は
、
件
数
で
７
４
５
９
件
、
寄
付
額
で
９
９

６
１
万
２
千
円
と
な
り
、
寄
付
件
数
・
寄
附

金
額
と
も
前
年
度
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
返
礼
品
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
と
説
明
が
あ

っ
た
。

○
実
施
日　

３
月
12
日

診
療
所
及
び
老
健

　

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
と
合
同
で
、
古

民
家
改
修
事
業
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
し

た
。
町
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
機
能
や
町
民
と
触
れ
合

え
る
空
間
を
提
供
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

○
実
施
日　

５
月
13
日

診
療
所
及
び
老
健

　

本
年
度
の
医
師
勤
務
体
制
に
つ
い
て
は
、

常
勤
医
師
２
名
体
制
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

地
域
包
括
支
援
課

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
接
種
に
つ
い
て
は
十
分
に
対
応
で

き
る
数
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
報
告
が
あ

っ
た
。

住
民
課

　

子
育
て
世
代
へ
の
特
別
給
付
金
等
に
使
用

す
る
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
社
会
教
育

や
文
化
活
動
に
広
く
活
用
し
て
い
く
と
報
告

が
あ
っ
た
。

建
設
課

　

茂
市
地
区
の
配
水
管
整
備
の
実
施
に
つ
い

て
と
、
花
木
新
水
源
地
の
整
備
に
係
る
概
算

工
事
費
と
負
担
額
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
、
再
度
詳
細
な
説
明
が
い
た
だ

き
た
い
と
、
要
望
し
た
。

産
業
振
興
課

　

た
っ
こ
に
ん
に
く
等
の
振
興
に
つ
い
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
種
子
の
生
育
状
況
は
、
例
年
と

比
べ
や
や
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
栽
培
技
術
等
の
講
習

会
を
行
う
予
定
と
報
告
が
あ
っ
た
。

農
業
委
員
会

　

農
地
移
動
が
あ
っ
た
件
数
と
面
積
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

【構成委員】	 宮村尚哉委員長　宇藤大介副委員長　尾形憲男委員
	 北田騰委員　　　欠端則夫委員

【構成委員】	 宇藤大介委員長　尾形憲男副委員長　椛本義見委員
	 山崎美代志委員　澤口勝委員

【構成委員】	 欠端則夫委員長　宮村尚哉副委員長　蹴揚清人委員
	 北田騰委員　　　澤口勝委員

協
　
　
議

○
実
施
日　

５
月
25
日

　

令
和
３
年
６
月
４
日

開
会
の
令
和
３
年
第
２

回
定
例
会
の
議
事
日
程

に
つ
い
て
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

○
実
施
日　

４
月
５
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
０

７
号
の
内
容
確
認
、
誤

字
・
脱
字
・
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
校
正
を
行

い
ま
し
た
。

○
実
施
日　

４
月
12
日

　

最
終
校
正
を
行
い
、

令
和
３
年
４
月
22
日
に

議
会
だ
よ
り
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。

○
実
施
日　

５
月
25
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
０

８
号
の
構
成
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議

し
、
担
当
者
を
割
り
振

り
、
順
次
業
務
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）

総務・文教常任委員会

産業・民生常任委員会

地
域
お
こ
し
協
力
隊

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

P2〜P3

P4

P5〜P8

P9

P10



　

全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多

い
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
や
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
木
村
夫
妻
な

ど
、
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
方
々
の
話
題
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
今
、

で
き
る
こ
と
を
全
力
で
取

り
組
む
力
を
身
近
に
感
じ
、

我
々
、
議
会
も
町
当
局
と

と
も
に
邁
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
欠
端　

則
夫
）

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
０
８
号
）

　

委
員
長　
　

宮
村　

尚
哉

　

副
委
員
長　

宇
藤　

大
介

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　

北
田　
　

騰

　

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

山
崎
美
代
志

編
集
後
記
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次号は産業・民生常任委員会について

総務・文教常任委員会って？

セレブレーション会場では感染対策を徹底し、多くの方々がルールを守り参加していました。

　令和３年６月１１日、東京２０２０オリンピ
ック聖火リレー　セレブレーションへ参加し
てまいりました。聖火リレーには田子町地域
おこし協力隊の五十嵐さんが参加してきまし
た。開催が危ぶまれる中、たくさんの関係者
の支えのもと、聖火リレーやセレブレーショ
ンが開催されたことに感謝の気持ちとともに、
オリンピック精神を改めて実感しました。

（尾形　憲男）

東京2020オリンピック　聖火リレー　セレブレーション


